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＜連絡事項＞
・栄養より～レストランで使用している布巾の枚数の見直しを食事サービス委員会で提案いたしました。現状では、閉鎖側レストランと開放側レストラン共に全テーブルに1枚ずつ置いていますが、

閉鎖側レストラン→2枚（テーブル用〔お茶を設置している机に置きます〕）

開放側レストラン→4枚（テーブル用〔洗浄機前布巾なし・ランダムで置きます〕）

お試しで上記のような枚数にしたいと思います。もし、足りないなど不都合があれば、栄養Tに連絡をお願いします。急で申し訳ありませんが、明日の朝から実施したいと思いますので、ご意見等あればよろしくお願い致します。

＜患者様連絡事項＞
・木村　格治様～臨時薬、14日分処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。昼の薬を見て「1T多いな」と発語あり増薬になった事伝えていたが、その後「薬のせいで頭が痛い」と訴えている。午後は横になったら頭痛が軽減したとの事であった。14：50女性患者様に誹謗中傷
されたと腹をたて右のこめかみを殴る行為あり介入している。主治医診察し本日は入室を15時に早めて入室して頂いている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。
　　　　　　　開放観察中は他者の手をとり時を書く事を要求したりする事はあったが、
　　　　　　　トラブルにはならず経過。

引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害なく経過。午前中は体動の活発さあり経管栄養チューブを気にする様子あり。午後は体動の活発さはない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。昼食時エンシュアに毒が入っていると話すもエンシュアリキッドは全部飲用で来ている。食事は1/3～1/2摂取。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・坂本　富也様～バイタルサイン異常なし。朝は覚醒状態悪く1/4のみ。昼は全量摂取出来ている。むせ込みはない。
・野田　裕樹様～他者への付き纏いや、スタッフを突き飛ばすなどの粗暴的行為あり。内服調整行っている。また何度も電話を要求し、誘導のスタッフについていかずユニット内で立ち尽くす、スタッフがスタッフオフィスに戻ると「電話」とドアを蹴るということを何度も繰り返している。他者との大きなトラブルなどに発展しないよう行動の注意観察が必要。
・宮古　喜久代様～拒薬は続いている。スタッフの説明には応じる事はない。不穏や他者トラブルなく経過。おやつに関しては理解を示しゼロカロリーの物を購入する希望が聞かれている。

＜入院患者情報①＞
　日　　時：令和1年6月19日 10:57

氏　　名：伏部内　ミヱ様

生年月日：昭和17年12月10日　76歳

病　　名：レビー小体型認知症

性　　別：女性

主治医　：金Dr(サポート医：深澤Dr)

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット

　

　
(経過）

　H24年頃物忘れを自覚し、かかりつけ医の生協診療所からの紹介で八戸市立市民病受診し、
レビー小体型認知症の診断を受けている。最近になり家族への暴言や喧嘩腰な物言いが増え
たり、ここにはいられない等と言っては自宅やショートステイから出て行こうとする行動が
目立っている。また、料理を行おうとしても、どうしていいか分からなくなり、包丁を持っ
たままうろうろしたり、その包丁を家族に向けたりという不安定な様子が続いていた。

　在宅介護困難からR1年6月4日より介護老人保健施設南郷メディエルプラザの入所が決
まっていた。しかし、入所当日に不穏となり施設側より入所を断られる結果となっていた。
家族が市立市民病院に相談し、はちのへ認知症疾患医療センターが紹介されていた。

R1年6月19日当院初診。家族の同意を得た事から、同日10：57東病棟Cユニット6号室
へ医療保護入院となる。
＜備考＞

・LTセットB－②
・買い物は5000円/月まで
＜入院患者情報②＞
日　　時：令和元年6月19日　12：45

　　氏　　名：吉田　光良（よしだ　あきよし）様

　  生年月日：昭和23年1月24日　71歳

　  病　　名：統合失調症

　  性　　別 男性

　　主 治 医:田名部Dr

　  入院形態:任意入院

　  病　　棟：東病棟Aユニット

(経過）
　当院へ2回の入院歴がある。前回の退院はH30.6.4.退院後は 定期的な外来通院継続し

南陽館のデイサービスも利用していた。妄想発言等聞かれるも、比較的安定されて過ごされ
ていたが、R1.6.17妹様より連絡あり。２、３ケ月ほど前より、本人様の様子がおかしい事
があり。本人が借金をしたと思い込み、貸してもいないお金を返された相手が困る事があっ
たり、妹様に隠れて煙草を吸い、見られて焦ってゴミ箱に捨てたりする事もあり、火事にな
らないか不安であると。また、夜間睡眠不安定であり、朝方３時や4時に起きて出かけよう
としたり、1ヶ月程前からは朝方に起きて近所の人の土地に入り草刈りをしていることもあ
るとの事。草刈りや外出を止めようとすると大声を出したり、暴れる、首を締まられる事も
 あり、自宅での対応困難な為、入院治療希望あり。
R1.6.19本人からも入院の同意得られため、東病棟Aユニットへ任意入院となっている。
＜備考＞
・洗濯→家族洗濯
・買い物は私物発注で10000円/月まで。
・禁煙をしてほしいと家族より強い希望あり(売店での購入も不可)
・入院前、南陽館は2回/週(火・金)利用していた。
・夜間失禁あるため、夜間のみリハビリパンツ使用。
　※リハビリパンツがなくなりそうな時は妹様へ依頼！！
